
平成23年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その７ 

平成23年12月８日（木） 

                                          

 

 日程第49 議案第28号 工事請負契約の締

結について から、日程第51 議案第30号 

工事請負変更契約の締結について まで

の３件 

○議長（井上勝彦君）日程第49 議案第28号

工事請負契約の締結について から、日程第

51 議案第30号 工事請負変更契約の締結に

ついて までの３件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）追加議案の説明を申し

上げます。 

 議案第28号及び議案第29号は、いずれも工

事請負契約の締結についてでございます。 

 議案第28号は、「橋本小中学校改築工事」の

施工のため、制限付一般競争入札を執行しま

したところ、清水建設株式会社大阪支店が落

札しましたので、請負契約を締結するにあた

り、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第29号は、「あやの台小学校新設（Ⅰ期）

工事」の施工のため、制限付一般競争入札を

執行しましたところ、清水建設株式会社大阪

支店が落札しましたので、請負契約を締結す

るにあたり、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 議案第30号は、工事請負変更契約の締結に

ついてでございます。 

 これは、平成23年５月13日に議会の議決を

得ました「すみだこども園新築工事」に係る

工事請負契約について、請負金額を増額する

変更契約を締結するにあたり、議会の議決を

求めるものであります。 

 以上、議案３件についてご説明を申し上げ

ました。いずれの議案も今議会提案後に確定

した事案でございますので、今回追加提案さ

せていただきました。議員各位にはよろしく

ご審議の上、ご賛同賜りますようお願いいた

します。 

○議長（井上勝彦君）市長の説明が終わりま

した。 

 この際、当局から発言の申し出があります

ので、発言を許します。 

 総務部長。 

○総務部長（那須浩二君）誠に申しわけござ

いません。誤字の訂正のほう、お願いいたし

ます。 

 議案第28号の参考資料の３ページ目、上か

ら11行目のところなんですが、延べ床面積の

「延べ」の字が「述べる」の字となっており

ます。延長の延、いわゆる延にょうの延の字

に訂正をお願いいたします。 

 あわせて、議案第29号の参考資料となりま

す。参考資料11ページ、上から９行目と12行

目の延べ床面積の「延べ」が、同様に「述べ

る」の字となっておりますので、延長の延の

字に訂正をお願いいたします。 

 誠に申しわけございません。 

○議長（井上勝彦君）これより議案第28号に

ついて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）ちょっとお聞きしたい

んですけども、これ、第28号と第29号と一緒

にさせてもらったほうがいいですか。 

 どちらもこれ、清水建設株式会社が落札し

てますんやけども、この落札率というのはい

くらぐらいですか。 
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（「参考資料に載ってる」と呼ぶ者あり） 

○22番（中本正人君）済みません。この落札

率で私が心配するのは、大丈夫なのかなとい

うふうに思うんですよ。というのは、私、県

にもちょっと、県のあれも聞いてみたんです

けども、県の落札にしても、だいたい75％か

ら78％ぐらいで落ちてると思うんですけどね、

あまりにもちょっと低いと。もちろん、これ

は本市にとってもうれしいことなんですけど

も、本当に仕事の中身とか、これは大手ゼネ

コンだから間違いないとは思うんですけども、

十分に検査というか、もう一度これ、設計監

理で設計士が入っていると思うんですけども、

十分に監査を、チェックをしてもらうように

お願いしておきたいと思います。 

 そして、もう一つお願いがあるんですけど

も、私聞くところでは、電気と機械ですか、

これは一応分割で市内業者がとったというふ

うに聞いてますんやけども、そういう中で、

やはり大手ゼネコンの中で仕事をするときに、

市内業者が仕事の面で仕事しづらいのかなと

いう点もあるとかいうことも、ちょっと耳に

してますので、それもある面では仕方のない

ことだと思うんですけども、そういうことの

ないように、市内業者の人がやはり仕事のし

やすいように、ちょっと発注元として気配り

してあげてほしいなということを要望してお

きます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）要望ですね。 

 ほかにありませんか。 

 １番 辻本君。 

○１番（辻本 勉君）後でまとめてでもよか

ったんですけども、この２件の工事なので、

入札が同じ日で、入札が清水建設。 

○議長（井上勝彦君）28号で。 

○１番（辻本 勉君）28号のほうというか、

関連しますので、ちょっと後で言うたほうが

ええんかなと思ったんですけども、関連する

ので、後で言いましょうか。全部終わってか

らにします。 

○議長（井上勝彦君）わかりました。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第28号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第28号 工事請負契約の締結

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第29号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 １番 辻本君。 

○１番（辻本 勉君）この２件の入札なんで

すが、制限付の一般競争入札ということで、

公正な入札をされておると思うんですが、ど

ちらも入札の期日が23年11月21日で、落札者

がどちらも、２件とも清水建設株式会社とい
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うことなんですが、入札の関係でなかなか難

しい部分があろうかと思うんですけども、こ

れだけの大変厳しい経済状況の中で、橋本市

の工事、どちらも９億円ぐらいといいますか、

10億円近くの工事がある中で、同じ業者が落

札をするということについては、心情的とい

いますか、いろいろあるんですけども、どう

も納得ができないというか、やはり厳しい経

済状況の中でいけば、他の業者というか、せ

っかくの橋本市の大きな工事ですので、他の

業者にも入札というか、入札されて、どちら

がいいんかどうかと、工事をやったときにい

ろんな評価もできると思うので、そんな関係

でいくと、市内の業者の感覚から見ても、同

じ業者が落札するということについては、若

干疑問視をされておる方もおると思うんです

けども、これはどうにもならんことになるん

ですかね。 

 入札の公平性からいきますと、当然、きち

っとやればこういう形になったということで、

やむを得ないと思うんですけどね。その辺は

どうなんですかね。改革をしたらええかどう

か、ちょっとそれも私もわからんのですけど

も、同じような工事が同じときにあって、同

じとこで二つ決まってしまう、両方決まって

しまうのは、これは何ていうんかな、法律の

関係でちょっとずらしてやって、先のところ

は次のところへ遠慮願うとか、そういう方法

というのはできないんですかね。法律があっ

て大変厳しいかもわからんのですけども、心

情的には同じ業者がこんな厳しい経済状況の

中で、業者たくさんある中で、１社で両方と

もやるというのは、ちょっと疑問を感じます。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）そういう考え方という

のは、市内業者には一部そういうのを適用し

てございます。手持ち工事の関係、どれだけ

かとかいうことも考慮して、できるだけ広く

にわたるような形の、市内業者は考えてござ

います。 

 ただ、今回の場合は一般競争入札というこ

とで、制限も何もなし、経営事項審査の点と

か能力だけの審査で行いました。それで、午

前中があやの台で、午後からが橋本小学校と

いう形でやったわけでございますけれども、

市としましても市外業者ですので、そういう

ことも必要なかろうか、なかろうかというよ

りも考えてなかったというのが現状です。 

 ということで、これについては、それが必

要か必要でないかも含めまして、検討させて

いただきたいと思いますけども、基本的には

そういうことは必要がないのではないかなと

いうふうに考えます。ただ、この業者につき

ましては、保健福祉センターもということで、

三つの工事を一緒にするような形になります

けども、これにつきましても正当な入札の中

で決まっていたものでございますので、あえ

てそういう制限を加える必要があるのかない

のかも、一回勉強してみたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）１番 辻本君。 

○１番（辻本 勉君）市内業者の場合は配慮

していただいておるということなので、それ

は大変ありがたいことかなと思うんですけど

も、法律的にそういうことが可能なのか、こ

ういう大きな工事で、制限付一般競争入札の

ことで、そういう市内、小さな工事で市内業

者に配慮していただいているようなことが法

律的に可能なのかどうかだけ、ちょっと、可

能であれば前向き、前向きというか検討する

余地があるんだろうけども、法律的に問題が

あるんであれば、どうしてもできないですね、

それはね。その辺も十分調べていただいて、

別に同じところやから悪いとは言わんのです

けども、ちゃんとしたものができれば、それ

でいいんですけどね。ちょっと引っかかりま

したので。 
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○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。  討論する方ありませんか。 

 ９番 上田君。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○９番（上田良治君）今回のあやの台小学校

新設の工事ということで、落札９億６万6,000

円ですか。当初22年やったかな、14億5,000

万円ほど要るのでと、そういったことも聞か

させていただいてました。大分お安くなった

なと思ってるんやけども、これについては開

校が25年からかな。それで２学級の規模の校

舎とお聞きしています。それで、これは国、

それから南海電気鉄道株式会社と、ほんで市

が負担割合というか、そういったので分担し

てやっていくということをお聞きしておりま

した。ほんで土地については南海電鉄が無償

で提供してくれると。そういったことでこの

国の負担、市の負担、それから南海電鉄の負

担と、これ、どないなって。そんで合併特例

債でやっていくということでお聞きしたんや

けども、この分がわかってましたら、ちょっ

とお聞かせ願いたいんですが。 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第29号 工事請負契約の締結

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 次に、議案第30号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第30号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 ○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）資料を今持ってお

りませんので、後ほどまた報告させていただ

きます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。  よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 お諮りいたします。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ただ今議題となっております議案第29号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第30号 工事請負変更契約の

締結について を採決いたします。  これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 これより討論に入ります。  よって、本案は原案のとおり可決されまし
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た。 

 この際、２時15分まで休憩いたします。 

（午後１時59分 休憩） 

                     

（午後２時16分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）先ほどは申しわけ

ございませんでした。上田議員から質問いた

だきました、あやの台の事業費の内訳でござ

いますけども、まだ積算はしておりませんけ

ども、基本的な考え方としては、補助限度額

の２分の１を国のほうからと。あと残りの事

業費を市と南海電鉄の折半という形になって

まいります。 
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